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　フォーレの院長としての職務が 10 月 1 日の新年度から始まると、彼は早速第一次


















　パリ音楽院に ｢ 音楽史　histoire de la musique」のクラスが初めて設置されたのは
1871 年 9 月のことで、時代的には第三共和制初期に当たる（1871 年 9 月 12 日のアレ
テ〔省令〕による）。それまで設置が認められていた芸術史関係のクラスは「舞台芸術
史　histoire appliquée à l'art dramatique」だけであった（Pistone 1979：37）。パリ
音楽院に新たに設置された、この音楽史クラスを担当することになったのはオーギュス
ト・バルブロー　Auguste Barbereau (1799-1879) という人物だった。Dictionnaire de 






théorique et pratique de composition musicale 』（1844）や『音楽システムの起源に
関する研 究　Études sur l'origine du système musical (1852, 増補 2 版 1864)』など
がある。こうした経歴が評価されて、バルブローはパリ音楽院の初代の音楽史のクラス





ユジェーヌ・ゴーティエ　Eugène Gautier (1822-1878) だった。ゴーティエに関しても
Dictionnaire de la musique en France au XIXe siècle に基づいて述べることになるの






で第 2 指揮者（1848）やテアトル＝イタリアンの合唱指揮者を歴任した（ca 1849-52、










ては、大いに見習うべき教授法を実践していたようである。彼は 1878 年 4 月 1 日、音
楽史の講義をまとめた本の刊行準備中に 4 月 1 日パリで亡くなった。
１−３　ルイ＝ブルゴー・デュクドレー
　ゴーティエの後を継いで、1878 年 10 月 15 日付けでパリ音楽院の 3 代目の音楽
















なく「頭脳の万国博覧会」も同時に開かれたことが特徴で、31 の国際会議と 47 の講演
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　「音楽史」の教授となったブルゴー＝デュクドレーはパリ音楽院で４つの主題を中心に
熱心に講義を行った。民衆の音楽 la musique populaire、フランス楽派、ドイツ楽派、









を得なかった。この文言自体は 1878 年のものをそのまま踏襲しているのだが（Hilson 










































ベートーヴェンを学んだ（Pistone 1979：42　および Dictionnaire de la musique en 
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紀のフーガ、カノン、組曲、ソナタ、18 世紀と 19 世紀の交響曲、ラモー、グルック、
グノー、ベートーヴェン、リスト、ワーグナーの劇作品が取り上げられる作品の要となった。
ダンディの作曲のクラスに入学するには、学生は単旋聖歌と対位法のディプロマをとり、
オーギュスト・セリユー Auguste Sérieyx(1865-1949) が初年度生を対象に開いていた


















3 1893 年 ソ ル ボ ン ヌ 大 学 に 音 楽 に 関 す る 初 の 博 士 論 文 が ジ ュ ー ル・ コ ン バ リ ュ ー
（1859-1916）によって提出された。音楽美学に関する論文であった（Les Rapports de la 
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